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令和７年度事業報告 

 

本年度の木場潟公園管理運営について主な観点から事業報告します。 

 

◆公園の利用促進と地域住民の福祉の増進に関すること 

 公園利用者は前年に比べ１万 4 千人余増加（前年比 102％）しましたが、６月～８月の高温、

１月の寒波、降雪の影響により大幅な増加になりませんでした。毎年のように観測記録を更新

する夏期の気温上昇や公園付近での熊の目撃情報による利用控えはここ数年の傾向です。 

また、来園者の年齢層や市外県外からの来訪状況、休日・イベント時や時間帯ごとの来園状

況などの実態を把握し、今後の運営等への活用について検証を始めました。 

2030 年育樹祭の開催、東園地第二期整備計画を踏まえ、東園地とも連携しながら利用者へ

の安全を第一に、木場潟公園全体で年間 100 万人を目指して利用者促進に努めています。 

 

（公園利用者数） 

表 1 月別公園利用者数               （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東園地の利用者数） 

        表２ 月別公園利用者数               （人） 

 

 

 

 

 

 

◆木場潟公園の管理運営に関すること 

 

（指定管理運営） 

令和５年度から５年間の指定管理者として運営を受託し、サービスの向上、利用促進、施設の

維持管理等について、毎年県から A（優）評価をいただいています。人件費や委託費ほか経費の高

騰に対し、就業時間の調整や事業の効率化などにより支出の抑制と収益増を図り、適正な管理運

営に努めています。 

 

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

R3年 84,696 87,019 73,503 46,285 45,096 69,276 85,428 71,310 31,699 47,501 39,285 71,201 752,299

R4年 108,573 93,614 65,785 51,519 40,793 61,626 88,432 74,664 29,277 38,968 53,951 96,155 803,357

R5年 87,934 79,468 62,682 45,961 33,222 52,397 71,750 60,105 42,307 43,596 67,042 67,056 713,520

R6年 120,354 82,701 65,501 42,664 39,958 58,996 76,596 70,808 23,955 51,695 29,628 72,946 735,802

R7年 102,000 82,869 53,762 38,744 35,874 60,955 72,077 79,432 47,966 30,105 59,307 87,673 750,764

R7-R6
（差引）

▲ 18,354 168 ▲ 11,739 ▲ 3,920 ▲ 4,084 1,959 ▲ 4,519 8,624 24,011 ▲ 21,590 29,679 14,727 14,962

R7/R6
(前年比)

84.7% 100.2% 82.1% 90.8% 89.8% 103.3% 94.1% 112.2% 200.2% 58.2% 200.2% 120.2% 102.0%

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

R5年 4,887 13,338 10,917 4,710 6,277 7,090 5,091 3,261 3,926 2,120 7,366 6,209 75,192

R6年 17,098 9,483 7,454 6,409 6,189 9,428 7,712 2,558 4,917 3,687 6,666 10,823 92,424

R7年 14,372 11,793 8,854 5,460 4,685 11,831 10,836 7,976 6,237 2,793 7,855 9,336 102,028
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（緑地管理） 

  開園（昭和 57 年）して 43 年が経て老齢木や枯損木も増えつつある中、倒木対策として、日

常点検や園内の巡回等により危険個所の早期発見と危険度に応じて伐採するなど、事故の未然

防止に努めています。熊対策についても誘因物となる柿木はすべて伐採するとともに、クヌギ

の森のブナの樹木の実を収集するなどの適正管理により、リスク要因を排除し、緑地管理面か

ら安全対策を継続して実施しています。 

  また、多目的グランドの一部傷んだ芝生の再生のため、乗用芝刈り機の増設やグランド利用

者の協力等により芝生の維持管理に努めています。 

 

（リスク管理） 

  様々なリスクの中でも熊や熱中症のリスクについて重点的に実施していることは、熊対策に

ついては県からの警戒のフェーズに合わせて、対応の強化（掲示板の設置、鈴の貸し出し、パ

トロールの強化、園内放送など）を図っています。熱中症対策についても環境省や県からの警

戒情報に合わせて利用者への注意喚起（園内放送など）のほか、従業員に対しては労働安全衛

生規則改正（R7.6）により、処置対応の周知や暑さ指数（WBGT）に応じて、就業時間の短縮や

休業を実施しています。また、ハラスメント対策強化に向けた法改正（R7.6）を受け、自主事

業など業務に関してのトラブルやハラスメントへの対応の周知や賠償責任保険の加入を含め、

リスク管理を図っています。 

 

（施設の改修整備等） 

軽微な修繕は、職員の日常管理による早期の発見と対応を心がけました。 

石川県からは協会からの要望、施設の長寿命化施策にて多くの改修工事・整備、機器の配備を

実施いただきました。 

 

・木道改修工事（部分改修）      湿原の森 

・安全柵改修工事           南園地潟淵一帯（～菖蒲園） 

・浄化槽改修工事           北園地トイレ、南園地駐車場トイレ 

・遊具更新工事            中央園地（複合遊具１基） 

・園路段差補修工事          園内園路一帯 

・雨漏り改修工事           多目的展望台 

・乗用芝刈り機（１基）整備      中央園地 

・照明器具設置工事          中央園地（ドッグラン） 

 

・南園地トイレ浄化槽の復旧工事は継続中 

・多目的展望台雨漏り改修工事は令和８年５月完了予定 
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◆木場潟の自然環境の保全と美化に関すること 

 

（環境学習や視察の受入れ） 

・環境学習  木場潟の水生植物ほか水質など周辺小学校３校へ、木場潟水生植物プロジェクト

と協力開催 

  水辺の学び舎事業、環境フォーラムでの成果研究発表 

・視察研修  県政バス 1 団体を受け入れ 

（こまつ環境パートナーシップ） 

「木場潟公園プロジェクト」として、当協会の PR と環境団体と連携し環境保全活動に取り組みま

した。 

 

◆収益事業、その他事業に関すること 

（収益事業） 

年度 
貸自転車 

(人,千円) 

貸ボート 

(隻,千円) 

パークゴルフ  

(人,千円) 

ﾄﾞｯｸﾞﾗﾝ 

 (人,千円) 

自販機 

(本,千円) 

R３年 4,483 576 58 18 12,198 985 9,703 1,077 119,451 6,100 

R４年 6,816 896 36 11 16,502 1,272 9,302 1,199 124,361 6,402 

R５年 4,280 1,172 24 7 13,517 1,186 6,515 1,026 102,373 5,484 

R６年 4,284 1,199 83 20 12,232 1,170 7,987 1,128 101,437 5,384 

R７年 4,169 1,136 36 8 12,565 1,092 8,427 1,192 82,678 4,821 

             （減免利用隻数除く） 

・貸自転車の利用、収益は堅調に推移しており、安全第一で利用を促進しています。 

 

・貸ボートは、強風や夏期（7 月～9 月）の水生植物のオニビシの繁殖の影響で休止日が多くなり、

利用は増えていません。引き続き小松市の流し船の運航と共存し運営していきます。 

 

・パークゴルフについては、小松市パークゴルフ協会が実施する勧誘体験会への協力として無料

利用を実施し、利用者の拡大を図っています。 

 

・ドッグランは、多頭飼いの方に対し料金の改定をしました。（年会員登録時３頭目から１頭当た

り 1,000 円追加。ビジター利用料金１回 500 円の対象を 1 飼い主から１頭当たりに変更。）また照

明を増設し、夏期（６月～８月）に夕暮れドッグラン（マルシェ）を新イベントとして月１回開

催し、PR と利用促進を図る一方で、熱中症対策や熊目撃情報により、７月８月は昼間の通常利用

は閉園とするなど安全の確保に努めました。 

 

・自販機の売り上げ本数は減少傾向が続いており、商品の品揃えや価格面でメリットが少ない自

動販売機の利用が減っている傾向にあります。利用者の利便性やライフスタイルに合わせたキャ

ッシュレス対応型など多様な機種への変更を業者に働き掛けております。 

（現在 20台のうち 9台がキャッシュレス決済対応型（前年比７台増）） 

 

・自主事業等の利用料金について、県の協力をいただきキャッシュレス決済の導入を進めてい 

きます。 
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令和７年(2025)事業実績

月 日

3/25(火)

～4/13(日)

5・6(土･日) さ・く・らマルシェ(中央園地)延べ80店舗(90店舗)、延べ6,000名(延べ5,800名)　

6(日)

4/25(金)

～5/9(金)

5(日祝)

2(月) 第14回木場潟俳句会募集開始　(締め切り9/5(金)まで）

1(日)

～15(日)

7(土)

8(日)

19(木)

7 11(金)

2(土)

24(土)

～9/1(日)

9 14日(日)

11(土)

12(日)

15(火)

25(土)

18(火) 第11回木場潟公園杯グラウンドゴルフ大会　天候不良により中止(166名）

23(日) 第15回木場潟探鳥会(南園地) 7名（19名）

12
20(土)

～1/5(月)
西園地イルミネーション(新規事業)

貸し自転車(南園地）4,169名（4,284台）

貸しボート(南園地4月～10月)　96名/36隻（226名、83隻）※7～9月ヒシ繁茂のため休業

木場潟公園パークゴルフ　12,565名(12,232名）

木場潟公園ドッグラン(1月～2月を除く。)　8,427名(7,987名) 

今昔写真展（ホームぺージコーナー）　投稿０件

小学生対象の環境学習支援 　2校105名(3校70名）

木場潟農具漁具資料展示(南園地ボートハウス2階　木場町民俗資料保存会）166名(266名）

注：()内数字は昨年度参加者

木場潟公園主催事業

さくらまつり　サクラのライトアップ　18時30分～21時

ライトアップの場所：中央園地パークゴルフ場周辺

中央園地～北園地までの周遊園路にライト設置

期間中の来園者数：延べ69,445名（延べ97,273名）

第12回木場潟公園さくらまつり200名(3,000名）

※天候不良により屋内にてキッズダンスを開催

第36回木場潟公園花菖蒲まつり(南園地)花菖蒲講習会　20名(40名）

　※夕暮れドッグラン　6/14(土).15(日)、7/20(日)、8/10(日).31日(日)　内数延べ691名

　　ただし、6/14(土)天候不良、8/10(日)クマ出没により中止

8

西園地展望休憩所ナイトライブ「歌とヲタ芸」 92名　※昨年度台風接近に伴い中止

第59回木場潟公園杯パークゴルフ大会 153名(120名)

第19回木場潟公園ナイトウオークウｨーク

※クマ対策について夜間の十分な安全対策が確保できないため中止(県指示）

11

10

第38回木場潟公園マラソン 参加者：114名(参加者：97名）

通

　

　

年

4

大人の寄せ植え教室　30名(30名)

第38回木場潟公園まつり　7,000名(2,360名）

俳句表彰式 484句(510句）ステージパフォーマンス他10団体(9団体)

オータムマルシェ 22店舗(30店舗）

第58回木場潟公園杯パークゴルフ大会 156名(148名）

西園地ナイトライブ「踊り(越中八尾おわら踊り）」53名(136名）

西園地展望休憩所ナイトライブ「歌(小松中央合唱団）」 34名(36名）

5

鯉のぼり掲揚(中央園地）

こどもの日　貸しボート無料(南園地)　8隻/24名（8隻/21名）※午後強風のため貸出中止

第36回木場潟公園花菖蒲まつり(南園地)  延べ3,836名（延べ5,157名)　

第14回ホタル観察会(中央園地)　71名(192名）6

 

◆自主事業等の状況 
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木工作品展　延べ185名(延べ40名)　

アジア・パシフィック・カヌースプリント大会　延べ1,090名

第10回小松・木場潟凧揚げ大会　120名(250名）

ビオパーク事業

　10/8(水)

県政学習バス

　6/9(月) 石川県

注：（　）内数字は昨年度参加者

主　催

石川県

主　催

いしかわ自然学校　木場潟水辺のまなび舎　33名(27名）

県政学習バス　1回 30名(2回59名）

5/30(金)

～6/9(月)

5/8(木)

～11(日)

10/12(日)　

注:（）内数字は昨年度参加者
木場潟公園を会場とする主な行事

4/27(日)
いしかわ県民スポーツの日(貸しボート・パークゴルフ無料）

　貸しボート利用　0名/0隻(26名/9隻）パークゴルフ利用　0名(13名）

開催日等 行　事　名

注：（　）内数字は昨年度参加者

日本カヌー連盟

NPO法人まちづくり小松

9/10(水)

～14(日)

日本カヌースプリント・パラカヌー選手権

Jrユース、Jrカヌー小松大会　延べ2,590名(延べ5,530名）

日本カヌー連盟

主　催

石川県

小松木工クラブ

開催日

開催日 行　事　名

行　事　名

◆理事会に関する事項 

第 39 回理事会 

  令和 7 年 5 月 21 日（水）開催の理事会において、下記議案を付議し、次の通り承認

可決されました。 

  【決議事項】 

  ・令和 6年度事業報告及び決算の承認について 

  ・定時評議員会の招集について 

  ・その他 役員の任期満了について 

  

第 14 回定時評議員会 

       令和 7 年 6 月 11 日（水）開催の評議員会において、下記議案を付議し、次の通り承

認可決されました。 

【決議事項】 

  ・令和 6年度財務諸表の承認について 

  ・役員の選任について 

   

第 40 回理事会 

    令和 7 年 6 月 12 日（木）開催の理事会において、下記議案を付議し、次の通り承認可

決されました。 

        【決議事項】 

  ・代表理事、副代表理事、常務理事選定の承認について 
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第 41 回理事会 

      令和 8 年 3 月 12 日(水) 開催の理事会において、下記議案を付議し、次の通り承認可

決されました。 

  【決議事項】 

  ・令和 8年度事業計画及び収支予算の承認について 

  

◆登記事項について 

当年度中に登記した事項は次のとおりです。 

    役員に関する事項     

再任 

 氏名 就任日 

理 事 蓮井 幸史 令和 7年 6月 11 日 

理 事 竹内 憲一 〃 

理 事 濱井 宏 〃 

理 事 坂井 修 〃 

理 事 久保 由味子 〃 

理 事 中出 俊樹 〃 

監 事 南出 修宏 〃 

監 事 田辺 秀治 〃 

 令和 7年 6月 16 日登記 

 

就任  

役員名 氏名 就任日 

理 事 吉田 浩司 令和 7年 6月 11 日 

理 事 二木 秀樹 〃 

理 事 小田 直人  〃 

理 事 辻 泰樹 〃 

令和 7 年 6月 16 日登記 

 

評議員に関する事項  

 氏名 就任日 

再 任 本村 公志 令和 7年 6月 11 日 

〃 東野 良直 〃 

  〃 北口 景一 〃 

  〃 嵐 清美 〃 

就 任 北 登史男 〃 

令和 7 年 6月 16 日登記 
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公益財団法人木場潟公園協会役員名簿

評議員名簿

役員名 氏名 摘要

評 議 員 本 村 公 志 こまつ環境パートナーシップ会長

評 議 員 東 野 良 直 木場潟周辺西地区代表（島町）

評 議 員 北 口 景 一 木場潟周辺西地区代表（矢崎町）

評 議 員 北 登 史 男 木場潟を美しくする会会長

評 議 員 嵐 清 美 小松商工会議所女性の会会長

理事・監事名簿

役員名 氏名 所属 摘要

代 表 理 事 小 田 直 人 木場潟周辺東地区代表（木場町）

副代表 理事 蓮 井 幸 史 小松市農業協同組合理事

常 務 理 事

兼 事 務 局 長
中 出 俊 樹 小松市都市創造部緑花公園課主幹

理 事 竹 内 憲 一 石川県土木部次長兼公園緑地課長

理 事 吉 田 浩 司 石川県南加賀土木総合事務所長

理 事 濱 井 宏 小松市都市創造部長

理 事 坂 井 修 前小松商工会議所専務理事

理 事 二 木 秀 樹 小松市町内連合会会長

理 事 辻 泰 樹 木場潟周辺東地区代表（三谷町）

理 事 橋 本 茂 雄 小松市農業協同組合理事

理 事 久 保 由 味 子 小松市校下女性協議会会長

監 事 南 出 修 宏 南出修宏税理士事務所長

監 事 田 辺 秀 治 小松市農業協同組合理事

令和8年3月31日

 

 

 

 


